







A study on regaining pitching motion 
by stretch pole exercises and pitching motion training 
after arthroscropic rotator cuff repair
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期日 SPE 訓練 ネットスロー（ｍ） 肩関節屈曲（°）
肩関節
外転90°外旋（°） 結帯動作（脊椎）
術前 180 90 Ｔ５
術後１か月  70 20 測定不能
術後２か月 運動機能改善 SPE 開始 120 45 Ｌ５
術後３か月 運動機能改善 SPE（１か月） 165 50 Ｌ２
術後４か月 運動機能改善 SPE（２か月） ５ｍ 160 60 Ｌ１
術後５か月 運動機能改善 SPE（３か月） 10ｍ 160 60 Ｔ12
術後６か月 運動機能改善 SPE（４か月） 10ｍ 30％ 165 60 Ｔ12
術後７か月 運動機能改善 SPE（５か月） 18ｍ 30％ 165 60 Ｔ11
術後８か月 運動機能改善 SPE（６か月） 18ｍ 30％ 170 60 Ｔ11
術後９か月 投球動作訓練 SPE（１か月） 18ｍ 60％ 185 80 Ｔ７
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